
 

二
〇
二
五
年
度 

東
洋
学
園
大
学 

総
合
型
選
抜 

一
月
期 

 
小
論
文
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文
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部 
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題 
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設

問  

次
の
文
章
を
読
み
、
こ
の
文
章
に
お
い
て
筆
者
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
二
〇
〇
字
程
度
に
要
約
し
な
さ
い
。
次

に
、
筆
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
論
述
し
な
さ
い
。
全
体
の
字
数
は
八
○
○
字

以
内
と
し
ま
す
。 

 
 

 

 
 

｟
社
説
｠
ネ
ッ
ト
に
広
が
る
偽
情
報 

社
会
全
体
で
危
機
感
共
有
を 

  

偽
情
報
に
接
し
た
人
の
半
数
が
事
実
と
信
じ
て
い
る
。
そ
ん
な
ネ
ッ
ト
社
会
の
危
う
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。 

 

国
際
大
と
日
本
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
グ
ー
グ
ル
の
支
援
を
受
け
て
二
月
、
一
五
～
六
九
歳
の
二
万
人
を
対
象

に
国
内
で
調
査
を
実
施
し
た
。 

 

ネ
ッ
ト
上
に
出
回
っ
た
医
療
・
健
康
や
政
治
、
戦
争
な
ど
に
関
す
る
一
五
の
誤
っ
た
情
報
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、「
見
聞

き
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
の
う
ち
約
半
数
が
正
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
ネ
ッ
ト
交
流
サ
ー
ビ
ス
｟
Ｓ
Ｎ
Ｓ
｠

や
会
話
を
通
じ
て
他
人
に
伝
え
た
人
も
二
割
弱
い
た
。 

 

興
味
深
い
の
は
、
世
代
間
で
対
応
に
違
い
が
見
ら
れ
た
こ
と
だ
。 

 

発
信
者
を
確
認
す
る
な
ど
、
受
け
取
っ
た
情
報
を
確
か
め
る
行
動
を
し
て
い
る
か
と
の
設
問
に
一
〇
代
の
四
八
・
八
％
は

「
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
割
合
は
少
な
く
な
り
、
六
〇
代
は
三
七
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

学
校
な
ど
で
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
効
果
が
出
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
〇
代
と
二
〇
代
の
五
割
以
上
が
、
ネ
ッ

ト
情
報
の
問
題
点
に
つ
い
て
学
ん
だ
経
験
が
あ
る
と
も
答
え
て
い
る
。 

 

総
務
省
の
情
報
通
信
白
書
に
よ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
情
報
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
い
る
人
の
割
合
は
、
日
本
で
は
諸
外
国
に
比

べ
て
大
幅
に
低
か
っ
た
。 

 

自
治
体
や
市
民
団
体
、
関
連
業
界
な
ど
が
連
携
し
、
中
高
年
も
含
め
た
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
。 

 

偽
情
報
の
悪
影
響
は
深
刻
だ
。 

 

生
成
人
工
知
能
｟
Ａ
Ｉ
｠
の
普
及
で
巧
妙
な
偽
動
画
が
数
多
く
出
回
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
能
登
半
島
地
震
に
乗
じ
て

差
別
や
偏
見
を
あ
お
る
デ
マ
も
多
く
発
信
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
著
名
人
を
か
た
る
投
資
詐
欺
も
横
行
し
て
い
る
。 

 

情
報
の
真
偽
を
検
証
す
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
役
割
は
大
き
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、
誤
っ
た
情
報
を
信
じ
て
い
た
人

に
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
記
事
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
半
数
が
考
え
を
改
め
た
。 

 

非
営
利
団
体
や
報
道
機
関
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
運
営
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
よ
る
技
術
的
な
対
策
も
不
可
欠
だ
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
偽
情

報
の
判
別
や
警
告
の
表
示
、
信
頼
で
き
る
情
報
源
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
優
先
的
に
表
示
さ
せ
る
仕
組
み
の
導
入
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。 

 

偽
情
報
は
人
の
判
断
を
誤
ら
せ
、
民
主
主
義
を
揺
る
が
す
。
社
会
全
体
で
危
機
感
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

｟
出
典
：
毎
日
新
聞 

東
京
版
朝
刊 

二
〇
二
四
年
四
月
二
十
七
日
｠ 


